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昨
年
度
、
世
界
自
然
遺
産
５
地
域
会
議
主
催

で
開
催
さ
れ
た
「
子
ど
も
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」

に
お
い
て
「
奄
美
・
徳
之
島
・
沖
縄
島
北
部
・

西
表
島
」
地
域
の
中
学
生
代
表
に
選
ば
れ
、
さ

ら
に
自
然
遺
産
５
地
域
の
代
表
者
か
ら
た
だ
１

名
の
会
場
発
表
者
に
選
抜
さ
れ
た
、
脇
田
勇ゆ
う
は波

さ
ん
の
作
文
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
こ
が
僕
の
居
場
所

　
　
　

　
　
　
　

瀬
戸
内
町
立
古
仁
屋
中
学
校
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

脇
田 

勇
波

　

大
好
き
な
自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
と
、
僕
の

心
と
会
話
し
て
い
る
よ
う
な
風
が
吹
く
。
僕
の

背
中
を
押
し
て
く
れ
る
海
や
山
と
い
っ
た
壮
大

な
景
色
が
い
つ
も
目
の
前
に
あ
り
、
こ
の
自
然

が
大
好
き
だ
。

　

ま
た
こ
の
町
は
、
す
れ
違
う
人
々
が
必
ず
声

を
掛
け
て
く
れ
る
。
そ
の
温
か
い
人
が
い
る
か

ら
、
心
が
晴
れ
て
し
ま
う
格
別
な
町
な
の
だ
。

そ
の
全
て
に
僕
は
育
て
て
も
ら
え
て
い
る
の
だ

と
感
じ
る
。

　

通
い
続
け
た
古
仁
屋
小
学
校
に
も
ど
っ
し
り

と
根
を
は
っ
て
い
る
ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
木
が
あ

り
、
皆
の
ド
ロ
ケ
イ
の
陣
地
場
所
で
守
っ
て
く

れ
る
、
こ
の
ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
木
は
、
お
父
さ
ん

み
た
い
な
存
在
だ
っ
た
。

　

世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
そ
の
特
性
は

「
生
物
多
様
性
」
で
あ
る
が
、
僕
た
ち
人
間
に

も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
生
き
残
り

続
け
る
粘
り
強
さ
と
し
て
「
ス
ト
グ
レ
魂
」
と

い
う
、
一
致
団
結
し
立
ち
向
か
う
力
強
い
言
葉

だ
。

　

心
の
そ
ば
に
い
て
寄
り
添
っ
て
く
れ
る
自

然
、
背
中
を
押
す
勇
気
を
く
れ
る
自
然
、
そ
の

姿
勢
を
学
び
、
僕
た
ち
も
自
然
も
進
化
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
も
に
生
き
残
り
続

け
る
た
め
に
。

　

そ
う
教
え
て
く
れ
る
こ
の
誇
り
の
場
所
で
、

一
緒
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
文
章
を
割
愛
し
、
内
容
を
要
約
し
た
も
の
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

有働由美子アナからインタ
ビューを受ける脇田さん。

中学生部門の代表者として堂々
と作文を朗読する脇田さん。

　

現
在
、
大
阪
市
夢ゆ
め
し
ま洲
で
開
催
さ
れ
て
い
る
大
阪
・
関
西
万
博
。

　

会
場
で
は
、
普
段
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
世
界
各
国
の
多
様
な
文
化

を
体
験
で
き
る
パ
ビ
リ
オ
ン
や
体
験
ブ
ー
ス
が
人
気
を
博
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
６
月
５
日
に
行
わ
れ
た
「
千
の
自
然　

千
の
時
間—

私
た
ち

と
世
界
自
然
遺
産
５
地
域
―
」、
８
月
４
日
に
行
わ
れ
た
「
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｏ 

Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ｏ 

２
０
２
５
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
本
町
関
係
者
が
出
演
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
そ
の
時
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ 

２
０
２
５

大
阪
・
関
西
万
博

特集
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瀬戸内町公式

ＹｏｕＴｕｂｅ

チャンネルはこちら

脇
田
さ
ん
の
作
文
発
表
の
様
子
と
里
さ
ん

の
島
唄
ス
テ
ー
ジ
の
様
子
は
、
町
公
式
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
公
開
し
て
い
ま
す
。

唄者の里 朋樹さん。島と島唄の文化の解説を

交えながら朝花節など４曲を披露されました。

来場者を交えての六調。関西奄美会の皆さんに

盛り上げていただきました。

大阪・関西万博のマスコットキャラクター

「ミャクミャク」をデザインした化粧まわし。

制作は studio loop amami の重山こずえさん。

関西奄美会の皆さんによる八月踊りも披露され

ました。

世界自然遺産エリアの奄美大島、徳之島、沖縄

島北部及び西表島を解説するブースも設置され

ました。

小中学生相撲大会に出場した皆さん（前列）と、

赤ちゃん土俵入り、相撲甚句を披露した皆さん。

瀬戸内町や徳之島町など全国の相撲にゆかりの

ある自治体関係者たちと。
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相撲大会成績表 八月踊り大会被表彰者
氏名 推薦団体

永村 眞理子 様 古仁屋八月踊り研究会

西林 由美子 様 嘉鉄集落芸能保存会

徳原 ミサエ 様 池地集落

山下 博久 様 西阿室集落

永年にわたり、八月踊りの伝承活動を実践し、

後継者育成に尽力された方々に贈られました。

小学生の部 諸鈍小子ども会 中学生の部 せとうちＶＢＣ マスターズ対抗  フレンズ４０

女子対抗 清水集落Ａ（4 連覇）
オープン対抗 ゴッツ漕友会 

（５連覇）同窓対抗 ゴッツ５２（７連覇）

集落対抗 古仁屋在住請阿室会

同窓ミックス対抗 奄美通商

舟こぎ大会　各部門優勝チーム

第４５回みなと祭り開催

順位 選手名（部門）

優勝
 瀬戸内 A（低学年） 瀬戸内 A（高学年）

桑山 蒼
あ お と

音（未就学児） 吉見 紀
き の す け

之介（１年生） 朝田 晟
せいすけ

介（４年生）

２位 清原 湊
みなと

（未就学児）角
かど

 瑚
こ じ ろ う

士郎（１年生）

桑山 音
の の

乃（５年生）禧久 藏
く ら の す け

之助（６年生）

３位 龍山 精
せいこう

幸（未就学児） 榮 大
ひ ろ と

翔（１年生） 

桑山 詩
うきょう

響（３年生）川畑 颯
そ う ま

真（３年生）
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第６６回大島地区スポーツ大会（郡体）
　長年、大島地区大会（通称：郡体）として群島民に親しまれてきた大島地区最大のスポーツイベントは、

今年度から「大島地区スポーツ大会」に名称を変更し、7 月 11 日～ 27 日まで群島内の各市町村にて開催

されました。本町においても 7 月 12 日（土曜日）～ 13 日（日曜日）にテニス競技、7 月 13 日（日曜日）

にフルコンタクト空手道競技（第 52 回大島地区スポーツ少年団競技別交歓大会含む）が清水公園内施設で

実施されました。

　出場選手の皆さん、応援に駆けつけてくださった皆さんお疲れさまでした！

団体種目 結果

優勝  ソフトテニス（男子）、ソフトボール（男子） 、ゲートボール、柔道

２位
 バスケットボール（女子）、 バドミントン（男子）、 剣道、ラグビー・フットボール、
 ハンドボール（男子）、カヌー（女子）

３位
 陸上（女子）、卓球（男子）、 テニス、 バレーボール（男子）、 
 ソフトボール（女子）、バスケットボール（男子）、 カヌー（男子）
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まちのできごと♪

７
月
18
日
㈮

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
が
集
い
、
情
報
共
有

　

島
内
市
町
村
の
老
人

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
ら
１

４
０
人
が
参
加
し
「
ゆ

め
・
と
き
め
き
活
動
推

進
セ
ミ
ナ
ー
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
防
災
教
室

や
、
諸
鈍
老
人
ク
ラ
ブ

長
浜
会
・
徳と
く

元も
と

薫か
お
る子
さ

ん
に
よ
る
事
例
発
表
、

網
野
子
集
落
の
伝
統
芸

能
「
ア
ン
ド
ン
デ
ー
」

も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

14
人
が
参
加
し
、
サ
ガ
リ

バ
ナ
の
美
し
さ
に
癒
さ
れ
ま

し
た
。
伊
須
集
落
に
は
幼
木

も
含
め
１
，
０
０
０
本
近
く

が
幅
５
ｍ
、
長
さ
50
ｍ
の
地

帯
に
群
生
し
て
お
り
、
奄
美

群
島
内
で
も
最
大
規
模
に
な

る
そ
う
で
す
。

　

見
に
行
か
れ
る
際
は
、
ハ

ブ
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、
グ

ル
ー
プ
で
行
か
れ
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

7
月
27
日
㈰

里
め
ぐ
み
さ
ん
を
44
人
目
の
瀬
戸
内
町
観
光
大
使
に
任
命

７
月
18
日
㈮

伊
須
集
落
で
サ
ガ
リ
バ
ナ
観
察
会

　

文
科
省
の
「
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
よ
る
英
語

教
育
強
化
事
業
」
に
瀬
戸
内
町
が
県
内
で

唯
一
採
択
さ
れ
、
町
内
す
べ
て
の
小
中
学

校
で
「
Ａ
Ｉ
英
会
話
ア
プ
リ
／
世
界
の
教

室
を
つ
な
ぐ
国
際
交
流
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
『
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
』
が
導
入

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
古
仁
屋
中
学

校
３
年
２
組
の
生
徒
た
ち
が
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
学
校
と
国
際
交
流
を
兼
ね
た
英
語
の
授

業
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
後
、
町
内
の
小
中
学
校
で
同
様
の
授

業
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

７
月
９
日
㈬

小
中
学
校
で
新
し
い
形
の
英
語
の
授
業
が
始
ま
る

　

帰
郷
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト

に
て
、
本
町
44
人
目
の
観

光
大
使
と
し
て
歌
手
の
里

め
ぐ
み
さ
ん
を
任
命
し
ま

し
た
。

　

里
さ
ん
は
、
本
町
古
仁

屋
出
身
で
、
現
在
東
北
仙

台
に
て
ボ
イ
ス
ト
レ
ー

ナ
ー
と
し
て
ご
活
躍
す
る

か
た
わ
ら
、
奄
美
の
伝
統

文
化
を
音
楽
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
発
信
す
る
活
動
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
郷
友
会

で
あ
る
東
北
奄
美
会
を

立
ち
上
げ
、
そ
の
会
長

と
し
て
両
地
域
の
知
名

度
向
上
や
交
流
促
進
を

め
ざ
し
、
主
体
的
に
活

動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

観
光
大
使
と
し
て
、

今
後
と
も
本
町
の
Ｐ
Ｒ

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
！

８
月
３
日
㈰

終
戦
の
日
を
前
に
慰
霊
塔
・
供
養
塔
清
掃

　

県
隊
友
会
瀬
戸
内
支
部

は
、
町
遺
族
会
、
防
衛
協

会
青
年
部
、
陸
上
・
海
上

自
衛
隊
員
ら
と
共
同
で
、

古
仁
屋
高
千
穂
神
社
内
の

「
慰
霊
塔
」
と
、
森
山
公

園
内
の「
富
山
丸
供
養
塔
」

の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
41
人
が
参
加
し
、
慰

霊
碑
の
清
掃
や
草
刈
り
を

行
い
、
最
後
に
全
員
で
手

を
合
わ
せ
ま
し
た
。



Events of the town ｜まちのできごと、お寄せください♪　総務企画課情報政策係 ☎ 0997-72-1111

7　|　広報せとうち　September  2025

　

７
月
に
東
京
で
行
わ
れ

た
「
カ
ラ
テ
ド
リ
ー
ム
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
５

全
国
大
会
」
に
て
入
賞
さ

れ
た
お
二
人
が
報
告
に
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

・
満み
つ　

貴き

生い

翔と

さ
ん

　

組
手
、
中
学
１
年
生

　

男
子
中
量
級【
第
３
位
】

・
平
た
い
ら　

香か

里り

奈な

さ
ん

　

組
手
、
中
学
１
年
生

　

女
子
軽
量
級
【
優
勝
】

　

満
さ
ん
は
「
今
回
は
３

位
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
、
次
の
全
国
大
会
で

は
優
勝
に
近
づ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。」、
平
さ
ん
は

「
切
り
替
え
て
ま
た
一
か

ら
練
習
し
て
、
来
月
の
全

九
州
で
も
優
勝
で
き
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
。」
と
、

両
選
手
は
す
で
に
次
の
大

会
を
め
ざ
し
、
抱
負
を
語

り
ま
し
た
。

7
月
23
日
㈬
～
７
月
25
日
㈮

古
仁
屋
中
学
校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
県
大
会
ベ
ス
ト
４

　

鹿
児
島
県
中
学
校
総
合

体
育
大
会
へ
出
場
さ
れ
、

鹿
児
島
純
心
女
子
中
学

校
、
神
村
学
園
中
等
部
、

れ
い
め
い
中
学
校
等
と
対

戦
し
、
ベ
ス
ト
４
の
活
躍

を
見
せ
ま
し
た
。

　

部
員
18
人
を
ま
と
め
た

キ
ャ
プ
テ
ン
の
安や
す

山や
ま

希の

空あ

さ
ん
（
３
年
）
は
「
県
大

会
ベ
ス
ト
４
に
入
る
と
い

う
目
標
を
達
成
す
る
ま
で

の
道
の
り
は
、
す
ご
く

過
酷
で
何
度
も
挫
け
そ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
、
た
く
さ
ん
の

方
々
の
応
援
と
「
プ

レ
ー
で
恩
返
し
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
６
試
合
走

り
抜
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
掲
げ
た
目
標

を
達
成
で
き
た
こ
と

は
、
私
の
誇
り
で
す
。」

と
話
し
ま
し
た
。

7
月
28
日
㈪

新
極
真
会
、
満
さ
ん
・
平
さ
ん
が
全
国
大
会
入
賞

８
月
６
日
㈬

ド
ロ
ー
ン
運
航
状
況
を
数
値
も
用
い
て
説
明

　

本
町
と
日
本
航
空
株
式
会
社

が
共
同
出
資
す
る
「
奄
美
ア
イ

ラ
ン
ド
ド
ロ
ー
ン
株
式
会
社
」

の
事
業
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
船
と
ド
ロ
ー
ン
の
運
航
条

件
・
回
数
等
が
示
さ
れ
、
お
互

い
を
補
い
合
い
な
が
ら
運
航
し

て
い
る
状
況
や
、
今
後
の
ド

ロ
ー
ン
活
用
の
可
能
性
等
が
説

明
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
資
金

や
緊
急
時
の
運
航
に
つ
い
て
の

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

８
月
７
日
㈭

町
内
４
か
所
で
生
演
奏
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

大
島
高
校
吹
奏
楽
部
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
チ
ー
ム
「
Ｐ
ポ

コ

ｏ
ｃ
ｏ 

Ｒレ

ガ

ー

ロ

ｅ
ｇ
ａ
ｌ
ｏ
」
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
本
町

か
ら
進
学
さ
れ
た
藤ふ
じ

野の

由ゆ

起き

さ
ん
ら
３
年
生
６
人
が
息
の

合
っ
た
演
奏
を
披
露
し
ま
し

た
。
古
仁
屋
放
課
後
子
ど
も

教
室
で
は
、
楽
器
紹
介
コ
ー

ナ
ー
で
子
ど
も
た
ち
に
楽
器

の
名
前
を
出
題
し
、
交
流
す

る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

８
月
５
日
㈫

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
道
路
清
掃

　

毎
年
８
月
の
「
道
路

ふ
れ
あ
い
月
間
」
に
合

わ
せ
、
道
路
清
掃
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
瀬
戸
内

建
設
業
協
会
・
県
瀬
戸

内
事
務
所
・
町
役
場
の

職
員
等
が
参
加
し
、
国

道
・
県
道
等
の
ご
み
拾

い
や
、勝
浦
ト
ン
ネ
ル
・

地
蔵
ト
ン
ネ
ル
内
の
清

掃
等
を
分
担
し
て
行
い

ま
し
た
。
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教育委員会社会教育課生涯学習係
　担当 脇田児童発達支援事業所 です

体験（遊ぶ）することの重要性　～「生活科」の起こりから考える～
　　生活科が誕生して37年が経ちます。多くの保護者の皆さんが、生活科の学習で「アサガオや野菜を
育てたよ。」「虫探しをしたよ。」と思い出されるのではないでしょうか。さて、なぜ、この生活科が誕生した
のでしょうか。
　　平成元年に改訂された学習指導要領で、「生活科」が戦後初めて新教科として小学校に誕生しまし
た。もちろん、そのずっと前から「低学年の教科編成はこれでよいか」「低学年の実態に即した教科が必
要ではないか」という論議がなされてきました。
　　また、その当時は、「三間がない。」という言葉が言われていました。三間とは、「時間・空間・仲間」なの
です。学力思考であった当時は、家に帰っても習い事に時間を取られ、友達と遊ぼうとしても遊び場（空
間）がない、遊ぶ仲間がいないということで、「遊び」の喪失も叫ばれたのでした。
　　低学年の子どもたちには「遊びや活動を伴って学ぶ教科が必要」「幼稚園や保育園での学びと段差
のない学習が小学校では必要」「自立への基礎を培う学習を設定することが大切」などの考えから、生
活科が創られ、学校教育の中に初めて「遊び」が取り入れられたのでした。
　　さて、「遊び」は、幼児・児童を含めて子どもの発達にとって重要な意味をもちます。大人の場合は価
値を生み出すための「労働・仕事」と対立する概念として、そして、これまでの学校教育においては「学
習・勉強」に対立する概念として一般的に理解されていました。
　　しかし、幼稚園・保育所の対象となる幼児にとって「遊び」は生活そのものであり、身体を使っての「遊
び」という活動は、子どもの成長・発達において重要な意味を果たしています。特に、心と体の未分化な
状態にある幼児の場合、「遊び」の中でこそ心身両面にわたる人間形成上の価値実現が行われます。
例えば、砂遊び・水遊びをとおして、砂はさらさらしているや水は上から流れるなどの事物の性質を自然
に学びます。遊びの中で他の子どもとのかかわりから豊かな人間性や社会性を学んでいきます。全身
を使っての活発な遊びで、走る・跳ぶ・投げる等の運動能力も発達していきます。
　　つまり、多くの子どもたちとの豊かな遊びの中でこそ、知的発達・情緒的発達・社会性の発達などの
心理的側面のみでなく、体力・運動能力など心身両面にわたる発達が総合的にされていくのです。極
端に言えば、「遊ばなければ子どもは育たない」ということかもしれません。是非、幼少期の子どもたちに
は、スマホやテレビゲームでなく、外での遊びをご家庭でも経験させてください。

310号2025年9月
担当
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☑Information｜August

お問い合わせ：図書館℡0997-72-3799/郷土館℡0997-72-1600

『婚活マエストロ』
宮島 未奈/著

怪しげな婚活会社の紹介記事を
書くことになった４０歳のライター猪
名川健人は、「婚活マエストロ」と呼
ばれる謎めいた美女・鏡原奈緒子に
出会う。
婚活イベントに関わるうちに、婚活に
興味を持ち始めたのだが・・・。

『学研まんが アンネ・フランク』
石岡 史子/監修

第二次世界大戦中、ナチ・ドイツ
の迫害から逃れ、隠れ家での生活
を綴った『アンネの日記』。その日
記に遺されたアンネの願いとは？
つらい日々でも夢をあきらめず、強
く生きたアンネの一生を描く。

『少年とクスノキ』 東野 圭吾/文
『それよりこわい』 村中李衣・近藤薫美子/作
『子どもも兵士になった』 真鍋 和子/著
『つくって役立つ！防災工作』ＮＰＯ法人プラス・アーツ/監修

一般書の新着 児童書の新着

図書館・郷土館だより
7月の図書館利用状況（開館日数：本館27日・移動図書館19日）

【貸出冊数】3,659冊（-584冊） 【利用者数】782人（+31人）

上記の予定は、状況次第で中止になる場合がありま
す。ご了承ください。

図書館ＨＰ

はコチラ

➡➡➡➡➡

郷土小話
★図書館友の会
日時：9/7（日）14：00～15：00
場所：図書館1階事務室
今回は資料の補修の予定です♪

★ちいさいこのおはなし会
日時：9/14（日）10：45～
場所： 図書館1階絵本コーナー
赤ちゃんから楽しめるおはなしをいろいろ用意し
ています♪

★おはなしのじかん
日時：9/21（日）1０：30～11：00
場所： 図書館1階絵本コーナー
いろいろなおはなしを用意しています♪

★絵本のカタリバ
日時：9/24（水）19:00～19：30（予定）
場所： 図書館1階絵本コーナー
参加したい方は前日までに図書館へ連絡を
お願いします。

か け は し 号

『フクシマ、能登、そしてこれから』 藍原 寛子/著
『きり絵画文集 原爆ヒロシマ』 寺尾 知文/著
『愚道一休』 木下 昌輝/著
『ああうれしい』 畠中 恵/著

イベントのお知らせ

アダン

海岸沿いに生えているアダ

ン。夏場に赤い実をつけま

す。おいしそうな色ですが、

歯でむくには固く、ほんのり

甘みがあってもほぼ繊維質で

す。中の種はナッツのようで

おいしいのですが、取り出す

労力が割に合いません。

島では、アダンの気根を割

いて縄にしていました。これ

を「アダナシ」といいます。

牛の手綱にもできる丈夫な強

い綱ができました。

葉は、子どもの遊び道具に

もなりました。トゲをとっ

て、風車や舟を作りました。

瀬戸内町は海岸線の距離が

長い分だけ、アダンの資源に

とても恵まれている場所とい

えます。
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令和７年度 ８月号 
鹿 児 島 県 立 古 仁 屋 高 等 学 校 

〒894-1508  

鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋399番地1       

 [TEL]0997-72-0034   [FAX]0997-72-0057   
http://www.edu.pref.kagoshima.jp/sh/koniya/ 

 自主自立  敬愛和協  明朗端正  勤勉誠実 

7月8日（火）～10日（木）に2年生を対象にインターンシップ（1ター

ム）を行いました。このインターンシップでは｢まちと私｣をテーマに，

地域の諸課題について考え，他者と協働することの意義を体得し，望

ましい勤労感・職業観を養い，自己の将来のキャリア形成への意識を

高めることを目的としています。今回の実習で自分なりに感じた地域

の課題に対して，10月に予定されている2ターム目では課題解決の

ための具体的な取組の実現を目指してがんばってほしいです。 

【協力事業所】 ※順不同・敬称略 

多機能型就労支援施設いすわん・THE SCENE・ゼログラヴィ

ティ清水ヴィラ・スローガイド奄美・高丘保育所・西古見GATE・サ

ウナ＆スティ・瀬戸内埋蔵文化財センター・瀬戸内町郷土館・図書館・とうとうがな

し企画・古仁屋海上保安署・瀬戸内警察署・大島地区消防組合瀬戸内分署・ダンデラ

イオン・ゴリマリン・See Goblin’s・ 奄美ゲストハウスHUB a nice INN 

 

7月6日（日）第33回2025奄美シーカヤックマラソンIN加計呂麻大会 

レースに出場した2年生の7名が「自然への敬意，出会いへの感謝，そして未

来への希望を胸に，正々堂々と力の限りこぎ続けることを誓う」と選手宣誓

を行いました。また，本校からもたくさんの生徒・職員がボランティアス

タッフとして大会に参加し，地域一丸となって大会を盛り上げました。 

 7月17日（木）クラスマッ

チを行いました。女子は

ソフトボールの予定でし

たが，天候不良のため男

女ともバレーとなりまし

たが，選手も応援も大盛

り上がりの一日でした。 

優勝チームは男子2年2組   

女子3年2組でした。 

7月18日（金）ローガン先生の離任

式を行いました。本校で3年間，ALT

として英語教育だけでなくたくさん

の学校行事を盛り上げてくれまし

た。今後はアメリカの大学院に進ま

れ研究をされるそうです。３年間あ

りがとうございました！ 

7月18日（金）新生徒会

役員認証式と表彰式，

終業式をオンラインで

実施しました。新生徒

会長に2年1組の志摩潮

音さんが就任し，一年

間の生徒会役員として

の経験を生かして，→ 

→古仁屋高校の発展に

尽力したいと挨拶をし

ました。終業式終了後

には，学校中の大掃除

をして一学期の締めく

くりを行いました。 
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